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問質急緊
■ 栁 原 浩 之

□ 町長

最悪の想定を準備していたか

今回の感染拡大は最悪と思っていない

・問　
感
染
拡
大
時
の
対
策
と
原
因

究
明
は
。

対
策
室
長　
対
策
は
、
国
の
方

針
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
町
と
し

て
も
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な

い
。
今
回
の
感
染
拡
大
の
原
因
は

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
起
点
と
し

て
、
家
族
感
染
に
よ
り
広
が
っ
た

と
分
析
し
て
い
る
。

問　

な
ぜ
感
染
拡
大
時
に
検
査

キ
ッ
ト
を
配
布
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

対
策
室
長　
陽
性
者
登
録
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
検
査
キ
ッ
ト
取
り
寄

せ
が
原
則
で
あ
る
の
と
、
検
査

キ
ッ
ト
が
品
薄
で
あ
っ
た
た
め
短

時
間
で
ま
と
ま
っ
た
数
の
入
手
は

困
難
で
あ
っ
た
。

問　
一
番
悪
い
こ
と
を
想
定
を
し

て
準
備
し
て
お
か
な
い
と
間
に
合

 
  

感
染
拡
感
染
拡
大
時
の
大
時
の

　
　
　
　
対
応
に
つい
て

　
　
　
　
対
応
に
つい
て

わ
な
く
な
る
と
２
年
半
前
か
ら

言
っ
て
き
た
が
、
最
悪
の
想
定
を

準
備
し
て
い
た
か
。

町
長　
病
院
や
高
齢
者
施
設
で

大
規
模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す

る
よ
う
な
状
況
が
最
悪
で
あ
り
、

個
人
的
感
覚
で
あ
る
が
最
悪
と

思
っ
て
い
な
い
。

問　

国
保
病
院
が
診
療
制
限
に

至
っ
た
経
緯
は
。

病
院
事
務
長　
職
員
、
職
員
家

族
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
出
勤
制

限
の
職
員
が
多
発
し
、
通
常
の
診

療
体
制
が
取
れ
な
い
こ
と
と
救
急

体
制
に
万
全
を
期
す
た
め
、
町
長

に
伝
え
了
承
さ
れ
た
。

問　

11
月
18
日
に
緊
急
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
る
が
、
町
長
は

東
京
都
と
益
子
町
へ
の
出
張
を
継

続
し
て
い
る
。
危
機
管
理
に
対
す

る
考
え
方
は
。

町
長　
東
京
に
行
く
前
日
の
14

日
に
対
策
本
部
会
議
を
開
き
、
緊

急
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
、
状
況
に
よ
り
発
信
す
る
こ

と
に
し
て
い
た
。
今
回
は
公
務
を

中
止
し
て
緊
急
に
帰
町
す
る
必
要

な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

問　
教
育
長
も
同
じ
く
益
子
町
に

行
っ
て
い
る
。
教
育
長
の
危
機
管

理
に
対
す
る
考
え
方
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
の
所
掌

事
務
は
、
い
つ
、
何
が
緊
急
に
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
事
も
あ
り
、

す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
委
員

に
よ
る
職
務
代
理
者
を
常
設
し
て

い
る
。
今
回
の
出
張
期
間
は
金
曜

日
か
ら
日
曜
日
ま
で
で
あ
り
、
出

張
２
日
前
か
ら
当
日
ま
で
学
級
閉

鎖
等
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
土
日

は
学
校
は
休
業
日
で
あ
り
感
染
に

よ
る
学
校
対
策
は
な
く
、
危
機
管

理
上
、
公
務
を
中
止
す
る
よ
う
な

状
況
で
は
な
か
っ
た
。

問　

感
染
拡
大
時
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
容
は
。
今
回
の
緊
急
時

に
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
か
。

対
策
室
長　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
コ
ロ
ナ
に

特
化
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

問　
今
回
の
感
染
症
拡
大
時
に
検

査
キ
ッ
ト
を
配
布
で
き
な
か
っ
た
。

交
付
金
で
買
っ
て
お
け
ば
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
な
か
な
か
入
手
で
き
な

か
っ
た
。
12
月
の
補
正
予
算
で
用

意
す
る
。

問　
交
付
金
の
使
い
道
が
違
う
ほ

う
に
行
っ
て
い
る
。
町
長
の
危
機

管
理
能
力
は
。

町
長　
基
本
的
な
対
策
を
町
民

の
方
に
き
ち
っ
と
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
先
決
な
の
か
な
と
考
え
て

い
る
。

問　
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
の
よ
う

に
運
用
す
る
か
が
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
だ
と
思
う
が
、
今
ま
で
の
交
付

金
の
使
途
と
今
回
の
感
染
拡
大
が

つ
な
が
っ
て
く
る
が
、
ご
自
身
で

失
敗
し
た
と
思
う
か
。

町
長　
私
は
結
論
か
ら
言
う
と

十
分
、
感
染
予
防
対
策
と
い
う
部

分
で
は
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

　 

発
信
と
行
動
に
つ
い
て

感
染
拡
大
時
の
対
応

　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

11 月臨時会
　行政の後手後手の対応や交付金の使途
に対する疑問、さらに町長の危機管理能力
と洞察力のなさが明らかになり、町民の方々
の命や暮らしに直結する行政の対応を検証
するため、11月臨時会で緊急質問を行いま
した。
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冬の定例会報告
行
政
報
告
（
石
井
町
長
）

◎
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
予
算
編
成
は
町
長

就
任
に
あ
た
っ
て
掲
げ
た
「
郷
土

愛
を
育
み
未
来
に
夢
と
希
望
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
て
、
第
６
期
雄
武
町
総
合
計
画

の
政
策
目
標
に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
人
件

費
、
公
債
費
、
繰
出
金
等
を
除
い

た
16
億
５
３
３
０
万
円
の
一
般
財

源
を
各
課
に
枠
配
分
し
た
。

◎
懸
案
事
項
に
お
け
る
要
望
活
動

に
つ
い
て

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期
成
会

▼
地
方
交
付
税
総
額
の
安
定
的
な

確
保　
ほ
か
34
件

高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動
車

道
早
期
建
設
促
進
期
成
会

▼
国
土
強
靭
化
の
事
業
計
画
に
基

づ
く
道
路
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、

舗
装
等
の
老
朽
化
対
策
の
推
進
ほ

か
３
件

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

・
雄
武
町
で
の
新
規
感
染
者
数

　
（
北
海
道
発
表
）

　
令
和
４
年
９
月
11
日
~

12
月
５
日　
　
計
59
人

・
対
策
本
部
会
議
開
催
状
況

　
計
６
回
開
催

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
係
る
国
保
病
院
の
診
療
制
限

に
つ
い
て

・
国
保
病
院
の
一
部
診
療
制
限

11
月
14
~
21
日

※
看
護
職
員
や
家
族
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
出
勤

制
限
が
生
じ
た
職
員
が
多
発
し
、

通
常
診
療
体
制
及
び
救
急
体
制
に

万
全
を
期
す
こ
と
が
困
難
な
状
況

と
な
り
、
や
む
を
得
ず
一
部
診
療

制
限
を
行
っ
た
も
の
。

雄武町の
新型コロナワクチン接種率
 （令和４年 11 月 30 日現在）

区分 65 歳
以上

12~
64 歳 合計

オミクロ
ン株対応
ワクチン
接種者

9.9％ 46.1％ 32.0％

行政報告等にかかる質疑応答 遠藤 新たに自主防災組織を設置した自治会はどこか。
住民生活課長　宮下町自治会です。

遠藤 新型コロナ支援品支給事業、町民から「要望
したが頂けなかった」という声を聞いたが。
コロナ対策室長　無症状者や濃厚接触者は最低限の
買い物が認められている。支援者がいる場合も含め、
買い物が可能な方には支援品の支給を行っていな
い。感染者増で在庫不足になることを防ぐため。個々
の事情については状況に応じて判断している。
遠藤 在庫不足はそもそも起こってはいけない。十
分に届くよう対応していただきたい。

嶋村 公営住宅空き家41戸、今後一般町有住宅へ
の転用は考えているのか。
税財管理課長　建て替えする住宅を残してリフォー
ムしたり、ゾーンとして区切って転用してきた。次
は末広一区団地で考えている。
嶋村 技能実習生の住環境として公営住宅を使うよ
うな政策誘導は。今後、夫婦や家族単位で就労する
可能性があると聞く。考え方は。
町長　外国人実習生の関係も含めて検討していきたい。

長野 コロナが蔓延する中、関係部局の課長が海外
旅行の決定をした。この時期に担当部局がいないこ
との現実は妥当だったか。また保育所、学校関係が
休みになる中、教育長も出張していた。親は学校で
はなくて教育委員会を見ている。危機管理としてど
うだったのか。
町長　管理職が不在時の指揮については副町長と総
務課長が当たるという内容の下で決定した。
教育長　私は私なりに仕事を全うしたつもり。今後
の行動についてはよく考えながらの決断をしたい。

栁原 小規模企業創業支援助成金の内容は。
産業振興課長　新たに創業する企業を支援するも
の。施設建築２件（カフェ、ネイルサロン）。

栁原 「二十歳の集い」、他の自治体では 18歳で
やっているところも実際あると思う。若干齟

そ ご
齬が出

てくるが、対策は。
教育長　この辺では大体が二十歳で行うと聞いている。

↓
次
は　
一
般
質
問
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一般質問

嶋
し ま む ら

村 義
よ し ふ み

文 議員

病
院
や
医
療
へ
の
声
聞
く
﹁
町
民
公
聴
会
﹂
開
催
を

公
聴
会
の
前
に
国
保
病
院
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る
︵
町
長
︶

病
院
通
院
バ
ス
運
行
基
準
の

緩
和
に
つ
い
て

病
院
通
院
バ
ス
へ
の
民
間
ク

リ
ニ
ッ
ク
通
院
者
も
乗
車
で
き
る

よ
う
早
期
に
検
討
を
進
め
る
と
の

９
月
議
会
で
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
病
院
事
務
長
の
説
明
で
は
、

検
討
項
目
が
多
く
あ
り
、
町
は
や

る
気
が
な
い
と
受
け
と
ら
れ
か
ね

な
い
が
。

町
長

検
討
事
項
を
部
内
協
議
し

年
度
内
に
結
論
を
出
し
、
新
年
度
か

ら
実
施
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

雄
武
町
国
保
病
院
の

現
状
に
つ
い
て

町
民
の
国
保
病
院
へ
の
不
信

感
に
つ
い
て
、
多
く
聞
か
れ
る
の

が
①
頻
繁
な
医
師
の
入
替
②
病
棟

の
看
護
体
制
に
対
す
る
町
民
の
不

満
③
病
院
の
診
療
ミ
ス
が
非
常
に

多
い
④
医
師
の
非
常
に
高
慢
な
診

療
対
応
の
４
点
で
す
。
町
長
は
町

民
の
国
保
病
院
に
対
す
る
不
信
感

を
ど
の
程
度
認
識
し
て
る
か
。

町
長　

評
価
す
る
人
も
い
れ
ば
、

不
信
感
を
持
つ
人
も
い
る
。
町
民
の

間
で
も
色
々
意
見
が
あ
る
の
で
私

か
ら
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
14
日
に
国
保
病
院
よ
り

診
療
制
限
と
コ
ロ
ナ
検
査
休
止
の

告
知
チ
ラ
シ
が
出
ま
し
た
。他
方
、

民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
コ
ロ
ナ
検
査

を
継
続
し
ま
し
た
。
町
の
基
幹
病

院
と
し
て
の
任
務
放
棄
だ
と
町
民

は
怒
っ
て
い
る
が
。

町
長　

救
急
対
応
、
透
析
治
療
、

看
護
体
制
を
考
慮
し
、
院
長
が
判

断
し
私
が
決
裁
し
ま
し
た
。

本
議
会
に
国
保
病
院
会
計
の

補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
て
お
り
、

診
療
報
酬
１
億
１
２
０
０
万
円
の

減
収
の
補
正
予
算
で
、
一
般
会
計

の
繰
入
額
︵
赤
字
︶
が
過
去
最
大

の
４
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。
過

去
10
年
間
の
赤
字
額
が
資
料
と
し

て
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
に

41
億
４
２
０
０
万
円
と
膨
大
な
赤

字
額
で
す
。
こ
れ
は
事
務
方
サ
イ

ド
で
経
営
努
力
し
て
も
解
決
で
き

る
金
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が

議
員
に
な
っ
て
議
会
で
よ
く
聞
く

意
見
が
、
病
院
経
営
・
医
師
問
題

は
難
し
い
、
議
会
が
口
を
出
す
べ

き
で
な
い
。
問
題
点
を
放
置
し
た

結
果
、
今
回
の
よ
う
な
事
態
を
招

い
て
い
る
。
こ
の
際
、
国
保
病
院

及
び
雄
武
町
の
医
療
に
つ
い
て
の

町
民
の
意
見
を
聞
く
町
民
公
聴
会

を
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
民

の
生
の
声
を
も
と
に
病
院
の
改
革

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

公
聴
会
の
前
に
、
国
保
病

院
運
営
委
員
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長
は
、
町
民
世
論
を
恐
れ

て
町
民
か
ら
国
保
病
院
に
対
す
る

意
見
を
聞
く
場
を
設
け
な
か
っ
た

と
理
解
し
ま
す
よ
。

町
長　
病
院
の
運
営
委
員
会
の
中

で
町
民
の
意
見
も
聞
い
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

激
変
す
る
町
内
酪
農
・
畜
産

農
家
の
経
営
環
境
に
つ
い
て

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
・

畜
産
業
が
、
飼
料
価
格
の
高
騰
・

生
乳
生
産
抑
制
・
畜
産
物
価
格
の

暴
落
・
燃
料
等
の
高
騰
と
今
ま
で

に
例
を
見
な
い
経
営
危
機
に
直
面

し
て
い
ま
す
。町
と
し
て
の
認
識
は
。

町
長　
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対

策
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
部

内
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
雄
武
町
農

業
協
業
法
人
設
立
促
進
条
例
が
制

定
さ
れ
、
そ
の
後
、
３
大
法
人
が

設
立
さ
れ
、生
乳
生
産
の
大
幅
増
、

新
規
雇
用
の
拡
大
が
実
現
し
て
お

り
ま
す
。
国
の
生
乳
生
産
増
加
計

画
に
沿
っ
て
10
~

15
億
円
の
大
型
投
資

を
行
っ
て
お
り
、
資

金
計
画
も
生
乳
生
産
増
、
畜
産
物

価
格
、
飼
料
価
格
も
計
画
時
の
価

格
で
計
画
し
て
お
り
、
資
金
計
画

に
大
き
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
資
金
繰
り
を
ど
う
支
援
し
て

い
く
か
喫
緊
の
課
題
で
す
が
、
平

成
26
年
の
ホ
タ
テ
被
害
時
に
、
漁

協
に
５
億
円
の
無
利
子
の
緊
急
支

援
を
行
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
匹
敵
す
る
緊
急
事
態
と
思
い

ま
す
。

町
長　
町
と
し
て
も
、
固
定
資
産

税
の
補
助
、
ま
た
農
協
と
も
協
議

し
、
資
金
の
平
準
化
、
利
子
補
給

等
、
早
い
段
階
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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旧
日
の
出
岬
セ
ン
タ
ー
︑
解
体
し
跡
地
利
用
の
検
討
を

取
り
壊
す
方
向
で
検
討
︑
日
の
出
岬
全
体
を
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
地
利
用
考
え
る
︵
町
長
︶

雄
武
町
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
振
興
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。
雄
武
町
観
光
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
は
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
が
最
終
年
度
で
す
が
、

推
進
委
員
会
は
近
年
開
催
さ
れ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
最
後
に
開
か
れ

た
の
は
令
和
２
年
度
ま
で
で
、
令

和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で　

開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
観
光
協
会
の
活
動

が
広
報
等
で
多
く
見
受
け
ら
れ
、

観
光
協
会
頑
張
っ
て
い
る
な
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
観
光

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
評
価
と
来
年

度
か
ら
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
年
度
が
最
終

年
度
に
な
る
の
で
、
ま
ず
総
合
評

価
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
各

団
体
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
係
る

実
施
状
況
等
の
調
査
を
行
い
、
そ

れ
ら
を
取
り
ま
と
め
、
１
月
中
に

評
価
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
並

行
し
て
、
次
期
の
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
事
務
に
移
り
、
令
和
５

年
度
か
ら
の
新
規
計
画
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

十
勝
管
内
清
水
町
は
、
町
長

を
先
頭
に
全
町
挙
げ
て
民
泊
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
町
長
ご

自
身
も
民
泊
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

か
。

町
長　
私
は
今
年
か
ら
民
泊
を
始

め
た
の
で
す
が
、
民
泊
を
す
る
に

あ
た
り
色
々
と
課
題
が
あ
り
、
そ

の
部
分
を
検
証
し
な
が
ら
町
内
に

広
め
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
全
く
知
ら
な
い
人

を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
に
抵
抗
感
が

あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
５
件
し
か
来
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
都
会
、
特
に
東
京
、
関
西
周

辺
か
ら
来
て
い
た
だ
き
、
環
境
が

全
然
違
う
の
で
非
常
に
良
か
っ
た

と
の
評
価
と
反
応
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
部
分
も
含
め
て
今
後
広

め
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。日

の
出
岬
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
利
用
者
数
、
収

入
は
昨
年
よ
り
伸
び
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
最
近
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
の
宿
泊
が
増
え
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
対
し
て
利
用
額

を
設
け
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
後
ど
の
様
な
方
向
性
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
日
の
出
岬
キ
ャ

ン
プ
場
は
素
朴
な
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
売
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
は
最
近
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
が
増
え
る
こ
と
で
駐
車

場
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
い
う
の
は
部
内
で
も

話
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
次
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
皆
さ
ん
の
ご

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
将
来
性
を

見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

旧
日
の
出
岬
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
、
２
年
前
の
質
問
で

町
長
は
﹁
調
査
検
討
す
る
﹂
と
回

答
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
の
か
。

町
長　
建
設
課
に
修
繕
を
し
た
場

合
の
費
用
積
算
を
さ
せ
た
と
こ
ろ

１
億
円
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
取
り
壊
す
方
向
で
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
も
、
日

の
出
岬
整
備
構
想
の
中
で
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
合
わ
せ
て
解
体
後

の
跡
地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日
の
出
岬
開
発
構
想
の
中

で
、
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
を
核
と
し

た
体
験
滞
在
型
の
観
光
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
く

解
体
し
て
い
た
だ
き
跡
地
利
用
も

今
後
も
見
据
え
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

町
長　
当
然
解
体
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
す
る
と

か
、
作
る
作
ら
な
い
等
も
合
わ
せ

て
、
日
の
出
岬
全
体
を
含
め
て
考

え
て
行
き
た
い
。

タ
ー
プ
ラ
ン
と
合
わ
せ
て
解
体
後

の
跡
地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

溝
み ぞ た

田 昌
ま さ し

志 議員
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文
教
地
区
基
本
構
想
策
定
事
業
の
進
捗
状
況
は

教
育
長
が
責
任
を
も
っ
て
原
案
を
作
成
す
る
︵
教
育
長
︶

文
教
地
区
基
本
構
想
策
定
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
雄
武
町
文
教

地
区
基
本
構
想
策
定
事
業
の
策
定

に
係
る
会
議
の
詳
細
は
。

教
育
長　
文
教
地
区
構
想
は
、
い

き
な
り
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
と
し
て
基
本
的
な
考

え
方
を
ま
と
め
た
基
本
方
針
が
必

要
だ
と
判
断
し
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
。
教
育
長
の
責
任
の
も
と

教
育
現
場
の
責
任
者
（
小
中
学
校

の
校
長
）
や
教
育
相
談
員
、
道
教

委
、
義
務
教
育
指
導
監
と
い
っ
た

教
育
の
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
基

づ
き
、
基
本
方
針
は
最
終
的
に
教

育
委
員
会
で
の
合
議
で
決
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

雄
武
町
教
育
委
員
会
会
議
規

則
に
お
け
る
会
議
の
公
開
の
原
則

に
は
あ
た
ら
な
い
の
か
。

教
育
長　
教
育
長
が
責
任
を
も
っ

て
原
案
を
作
成
す
る
の
で
、
責
任

や
根
拠
の
な
い
も
の
を
示
し
て
事

業
実
施
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今

年
度
中
に
方
針
を
作
り
、
来
年
そ

の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
た
め
、

様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
学
級
閉
鎖
へ
の
対
応

保
護
者
や
児
童
生
徒
を
安
心

さ
せ
る
た
め
の
対
策
は
取
っ
て
い
る

の
か
。
学
校
で
感
染
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ

た
と
し
て
も
１
回
の
み
。
保
護
者

は
い
き
な
り
﹁
明
日
か
ら
学
級
閉

鎖
﹂
と
言
わ
れ
て
困
惑
し
て
い
る
。

教
育
振
興
課
長　
確
か
に（
学
校・

学
級
閉
鎖
の
）
連
絡
は
迅
速
に
対

応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
急

に
明
日
か
ら
は
致
し
方
が
な
い
と

考
え
て
い
る
。
判
断
基
準
は
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
道
教
委
の
通
知

が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
出

て
い
る
。

高
齢
者
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
に
は
高
齢
者
交
通
費
助

成
の
記
載
が
あ
る
が
そ
の
運
用
は

分
か
り
づ
ら
い
、
不
公
平
だ
と
い

う
声
が
あ
る
。
雄
武
町
高
齢
者
交

通
費
助
成
要
綱
で
は
、
基
本
料
金

相
当
分
を
助
成
券
で
運
転
者
に
支

払
う
と
あ
る
が
、
Ｈ
Ｐ
に
は
説
明

が
な
い
。
町
の
考
え
は
。

福
祉
給
付
課
長　
交
通
費
助
成
の

Ｈ
Ｐ
の
内
容
は
簡
略
で
あ
り
、
確

か
に
利
用
者
に
は
分
か
り
づ
ら
い

点
や
情
報
不
足
が
あ
る
。
手
続
き

の
際
に
は
窓
口
で
使
用
方
法
等
を

説
明
し
て
い
た
が
、
至
ら
な
い
部

分
が
あ
っ
た
。
今
後
、
周
知
内
容

を
見
直
す
と
と
も
に
、
窓
口
で
丁

寧
な
説
明
に
努
め
た
い
。
現
在
、

来
年
度
か
ら
の
助
成
券
の
交
付

枚
数
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
の

で
、
初
乗
り
に
限
定
す
る
点
に
つ

い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

オ
コ
ツ
ナ
イ
川
と
ポ
ン
オ
コ

ツ
ナ
イ
川
の
遊
歩
道
の
雑
草

処
理
に
つ
い
て

遊
歩
道
の
雑
草
が
ひ
ど
く
、

設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
も
利
用
で
き

な
い
。
激
し
く
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
オ

コ
ツ
ナ
イ
川
の
南
東
側
の
斜
面
は

崖
崩
れ
危
険
箇
所
に
も
な
っ
て
い

る
。
町
の
美
化
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
た
め
の
対
処
計
画
は
。

建
設
課
長　
建
設
課
が
事
務
局
と

な
り
、
あ
る
程
度
の
準
備
は
整
っ

て
い
た
が
、
事
務
の
遅
延
か
ら
組

織
設
立
が
で
き
ず
、
美
化
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
維
持
管
理
組
織
を
早
期
に
立

ち
上
げ
、
令
和
５
年
度
に
は
美
化

活
動
が
実
施
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
た
い
。

町
長　
私
も
確
認
は
し
て
、
維
持

管
理
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は

聞
い
て
い
た
。
日
陰
に
い
く
と
非

常
に
ぼ
う
ぼ
う
と
い
う
こ
と
は
確

認
し
て
い
る
。

日
陰
に
行
っ
た
ら
草
ぼ
う
ぼ

う
で
は
な
く
、
ど
こ
も
か
し
こ
も

ぼ
う
ぼ
う
で
す
。
私
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
り
ま
す
。
町
外
か
ら

の
職
員
の
方
々
も
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、町
民
と
の
触
れ
合
い
で
、

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
や

れ
ば
楽
し
く
作
業
は
で
き
る
。

ぜ
ひ
雑
草
刈
り
の
と
き
に
は
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

佐
さ と う

藤 寧
やすし

議員
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嘘
つ
き
町
長
と
言
っ
て
い
る
方
も
い
る
が
ど
う
思
う
か

町
民
の
皆
様
に
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
な
り
に
や
っ
て
い
る
︵
町
長
︶

感
染
拡
大
時
の
対
応
に
つ
い
て

感
染
拡
大
時
の
危
機
管
理
と

情
報
の
共
有
は
。

町
長　

感
染
拡
大
に
な
る
前
に
、

数
回
、
対
策
本
部
会
議
を
行
い
、

実
際
の
危
機
管
理
と
い
う
こ
と
で

情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
的
特
性
か
ら
事
前
に
検

査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
て
お
き
、
町

民
の
方
々
に
配
布
す
る
体
制
を
取

る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

町
長　
道
が
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
る
こ
と
や
、
町
内
で
購
入

で
き
る
こ
と
、
簡
単
に
町
と
し
て

購
入
で
き
な
か
っ
た
点
か
ら
、
用

意
で
き
な
か
っ
た
。

検
査
キ
ッ
ト
が
な
く
て
町
民

の
方
々
が
困
っ
て
い
た
と
聞
い
て

い
る
。
町
長
と
し
て
反
省
を
し
て

い
な
い
の
か
。

町
長　
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
コ
ロ
ナ

が
３
年
経
過
し
、
自
己
防
衛
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て令

和
２
年
９
月
に
策
定
し
て

以
降
、
一
切
見
直
し
を
し
て
い
な

い
。﹁
安
心
感
の
持
て
る
福
祉
の

ま
ち
・
雄
武
﹂　
﹁
保
健
・
医
療
の

充
実
﹂
を
掲
げ
な
が
ら
な
ぜ
、
進

化
さ
せ
な
い
の
か
。

町
長　
放
置
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
内
部
的
に
取
り
扱
っ
て
い

る
こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で

変
え
て
い
な
い
。

令
和
３
年
６
月
の
一
般
質
問

で
﹁
想
定
し
て
も
想
定
外
が
起
き

る
。
対
策
会
議
で
し
っ
か
り
と
準

備
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
の
問
い
に

﹁
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
し
っ
か

り
再
検
討
す
る
﹂
と
当
時
の
課
長

は
答
弁
し
て
い
る
。
何
も
し
て
い

な
い
で
は
な
い
か
。

対
策
室
長　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
更
新

さ
れ
て
い
な
い
。
速
や
か
に
更
新
す

べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

令
和
２
年
よ
り
空
き
家
対
策

協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

実
施
状
況
と
成
果
は
。

建
設
課
長　
令
和
３
年
３
月
に
１

回
、
令
和
４
年
２
月
に
書
面
会
議

を
開
催
し
、
雄
武
町
空
き
家
対
策

計
画
が
ま
と
ま
っ
た
。

町
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

６
月
の
一
般
質
問
で
、
高
速

医
療
バ
ス
の
実
用
実
験
を
年
度
内

に
実
施
し
た
い
と
答
弁
し
て
い

る
。
残
り
３
か
月
、
現
在
の
状
況

と
実
施
時
期
は
。

町
長　
議
会
答
弁
で
年
度
中
と
い

う
話
だ
っ
た
が
、
名
寄
市
立
病
院

と
話
を
し
て
い
る
が
い
ろ
い
ろ
と

調
整
が
で
き
な
く
、
で
き
れ
ば
令

和
５
年
度
の
早
い
時
期
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
速
医
療
バ
ス
を
公
約
に
掲

げ
て
当
選
し
た
の
に
、
時
間
だ
け

が
経
っ
て
、
町
民
の
方
々
を
裏

切
っ
て
い
る
。﹁
嘘
つ
き
町
長
﹂

と
言
っ
て
い
る
方
も
い
る
が
ど
う

思
う
か
。

町
長　
町
民
の
皆
様
に
は
わ
か
ら

な
い
部
分
が
あ
る
。
私
な
り
に
は

そ
れ
な
り
に
や
っ
て
い
る
と
本
人

は
思
っ
て
い
る
。

町
長
は
全
て
先
送
り
、
具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
。

町
長　
実
証
実
験
は
や
る
。
令
和

５
年
度
の
連
休
明
け
に
は
実
証
事

件
を
す
る
予
定
。

国
保
病
院
の
再
生
は
町
民
の

強
い
要
望
で
あ
り
、
最
重
要
課
題

と
し
て
必
ず
実
現
す
る
と
掲
げ
て

い
た
が
、
現
状
は
。

町
長　
常
勤
医
師
を
確
保
し
て
い

く
の
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
経
営
問
題
も
今
後

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長
の
考
え
る
国
保
病
院
の

再
生
は
お
医
者
さ
ん
が
２
名
い
れ

ば
再
生
と
い
う
認
識
か
。

町
長　
必
ず
し
も
そ

う
は
思
っ
て
い
な
い

が
、
そ
う
い
う
ふ
う
に

な
る
よ
う
努
力
す
る
。

↓
次
は　
一
般
質
問

町
長　
実
証
実
験
は
や
る
。
令
和

栁
やなぎはら

原 浩
ひ ろ ゆ き

之 議員
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一般質問

町
民
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
率
は

ス
マ
ホ
は
54
％
︑
ガ
ラ
ケ
ー
は
23
％
︵
総
務
課
長
︶

統
計
調
査
の

　
　
　

活
用
方
法
に
つ
い
て

今
年
秋
に
行
わ
れ
た
統
計
調

査
で
、
町
民
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

保
持
率
は
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な

り
ま
し
た
か
。
ま
た
調
査
結
果
を

受
け
、
今
後
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
速
報
と
し
て
集
計
し

た
と
こ
ろ
10
月
１
日
現
在
、
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
る
町
民
が
54
％
、

ガ
ラ
ケ
ー
は
23
％
、
何
も
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
方
が
14
％
と
い
う

結
果
。
今
後
、
ガ
ラ
ケ
ー
の
サ
ー

ビ
ス
終
了
後
は
８
割
程
度
の
町
民

が
ス
マ
ホ
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
町
か
ら
の
情
報

提
供
を
町
民
の
方
が
受
け
る
ツ
ー

ル
と
し
て
は
、
８
割
の
方
が
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

有
効
か
つ
効
果
的
で
あ
り
、
町
と

し
て
も
戦
略
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
活
用
を
議
論
し
て
い
く
考
え
。

11
月
25
日
に
沢
木
の
住
民
セ

ン
タ
ー
で
ス
マ
ホ
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
ど
の

よ
う
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
か
。

ま
た
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
る
が
、

都
度
そ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所

長　

高
齢
者
の
訪
問
に
お
い
て
、

電
話
の
か
け
方
や
写
真
の
取
り
方

が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
ス
マ
ホ
の

基
本
の
操
作
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る

ご
意
見
が
あ
っ
た
。
今
回
は
ド
コ

モ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
店

か
ら
講
師
を
招
き
、
電
話
を
か
け

る
方
法
や
カ
メ
ラ
の
操
作
に
つ
い

て
、
基
本
操
作
を
学
ば
れ
た
。
参

加
者
の
反
応
は
、
こ
れ
か
ら
は
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
よ
う
と
か
、
こ
の
よ
う
な

教
室
を
開
催
し
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
な
ど
大
変
好
評
だ
っ
た
。

総
務
課
長　
具
体
的
な
こ
と
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ス
マ
ホ
の

操
作
、
町
か
ら
情
報
発
信
す
る
際

に
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
使
う
の
か

支
援
す
る
事
業
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。近

隣
町
村
で
は
、
興
部
町
、

下
川
町
、
西
興
部
村
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
︵
ラ
イ
ン
︶
で
の
行
政
情
報
の

提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

の
下
川
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
で

は
、
定
例
会
の
お
知
ら
せ
や
総
合

計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
知

ら
せ
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ

と
や
、
補
助
金
申
請
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
休
日
、
福
祉
灯

油
の
お
知
ら
せ
な
ど
も
あ
り
、
現

在
919
人
に
対
し
て
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
雄
武
町
で
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え

を
お
持
ち
か
。

総
務
課
長　
今
回
の
雄
武
町
基
本

調
査
に
お
け
る
携
帯
等
の
保
有
率

も
踏
ま
え
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
活

用
を
町
と
し
て
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
考
え
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い

て
は
、
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
数
が

日
本
一
と
言
わ
れ
て
お
り
、
町
か

ら
の
情
報
を
効
率
的
に
伝
達
す
る

手
段
と
し
て
大
変
有
効
と
考
え
て

い
る
。Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
道
路
や
河

川
、
公
園
の
破
損
や
異
常
を
担
当

課
に
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
道
路
通
報
シ
ス
テ
ム
と
い

う
も
の
。
例
え
ば
危
険
空
き
家
の

壁
が
壊
れ
て
、
崩
れ
て
き
た
場
合

や
近
隣
の
倉
庫
の
屋
根
が
飛
び
そ

う
な
時
に
、
携
帯
か
ら
そ
の
写
真

を
撮
っ
て
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ペ
ー
ジ
に
送
る
こ
と
で
、
担
当
課

の
方
に
通
知
が
で

き
る
と
い
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。
近
隣
で
は
網
走
市
で

も
導
入
し
て
お
り
調
査
し
た
上
で

導
入
す
る
お
考
え
は
。

総
務
課
長　
手
法
や
内
容
等
に
関

し
、
建
設
課
な
ど
の
関
係
課
も
含

め
協
議
を
実
施
し
、
導
入
に
当
た

り
国
や
北
海
道
の
補
助
金
な
ど
も

活
用
で
き
な
い
か
な
ど
も
調
査
し

た
上
で
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

◎
こ
の
ほ
か
に
、
公
園
設
置
を
要

望
す
る
声
に
関
し
て
と
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
型
観
光
︵
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
︶
に
関
す
る
質
問
を

し
ま
し
た
。

調
査
に
お
け
る
携
帯
等
の
保
有
率

遠
え ん ど う

藤友
ゆ う こ

宇子 議員
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1 2 月
定 例 会

審 議 結 果

一般会計補正予算（第８号）　【主な内容】
・家計応援事業補助金（家計応援券） 4480 万円
・町長交際費 40 万円
・国民健康保険病院事業会計繰出金 1 億 3000 万円
・ふるさと応援事業謝礼 4500 万円
・光熱水費（小学校・学校管理費） 958 万 2 千円

Ｑ 栁原　家計応援事業補助金、今回は燃料高
騰等で１万円が配布され、その中から１千円
だけを飲食店等に配布している。どうせやる
のであれば思い切って予算を２千万円増加し、
１万５千円を配布して、そのうち５千円を雄
武町の飲食店を守るために使っていただく発想
はないのか。この件について修正動議を出した
かったが、他の議員が必要ないとの考えであっ
たことから、意見として言わせていただく。

Ａ産業振興課長　家計応援券については今年度
３回目で、その時々の状況を見ながら行ってい
る。今回は商工会からの要望に基づき１千円分
を飲食に回したが、更にそれよりも使っていた
だくことは想定しており、呼び水になるような
形で考えているもの。

提言 栁原　雄武町の場合、飲食店が無くて昼食
難民も出ているような時がある。以前はスナッ
ク等も盛んで活気のある町だったと思う。店が
減っていくと衰退していく。それをどうしてい
くのか考えるのも行政の仕事だ。私は基本的に
はこの「ばらまき政策」は嫌いだが、そうは言
いつつも守るべきところは守らなければならな
い。町としてどう商工会や飲食店を守るのかを
考えていっていただきたい。

Ｑ佐藤　家計応援券の発送について、郵便局は
土曜日の配達をやっておらず遅延が起こる。ヤ
マト運輸との料金比較やスピーディな配布への
検討はしなかったのか。

Ａ産業振興課長　価格比較のうえ郵便局に決定
した。配達の対応の比較はしていないが、配達
員の人数から郵便局のほうが有利と考える。

Ｑ佐藤　家計応援券の配布、このようなコロナ
禍においては時限的な金券の配布が続いていく
と思う。大阪府豊中市ではデジタル家計応援券
を使って利便性が向上している。IT 格差は気に
なるが、そういったツールを使って生活せざる
を得ない状況になっていくと思うが、産業振興
課の考えは。

Ａ産業振興課長　今回の家計応援券についてデ
ジタル化の議論は特に行っていない。ただ IT
化関係はこれからもきっと避けて通れないと
思っている。使える環境を作っていくためには
産業振興課だけでなく、町全体で考えていく必
要がある。

家計応援券補助金（家計応援券）にかかる質疑応答

↓
次
は　
12
月
定
例
会
審
議
結
果

おうむ議会だより　第 183 号
　　　　　　　  2023. 2 発行

おうえんけ
ん

おう
えん
けん

万円
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国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）
【主な内容】　 ・一般会計からの運営補助金 １億 3000 万円

 ・入院患者数の減による収益的収入 -6267 万 5 千円
 ・外来患者数の減による収益的収入 -4932 万 5 千円

Ｑ栁原　入院が減っていることは非常に良いこ
とだが、キャパシティがあるのにあえて雄武町
を選ばないというのが一番の問題。噂だが「手
のかかる方を受け入れない」「５人で打ち切っ
てそれ以上は受け入れない」と実名まで聞いた。
この限りなくグレーな噂についてどう思うか。

Ａ病院事務長　「５人以上の方を受け入れない」
というのはあり得ない。今年６～８月は入院患
者が一桁という時期はあった。それぞれ医師に
は専門領域があり、診療も細分化されている。
専門に診てもらうべき部分は医師同士の連携を
図りながら送るという形はあると思うが、無下
に「５人までしか入れない」ということはあり
得ない。

Ｑ 栁原　専門医を紹介してもらい治していた
だくのが一番良い。だから雄武町の病院にずっ
と入院患者が増えるのだけを追及してはいけな
い。でも昨日聞いた話だと結局、手のかかる方
を受け入れないという。それは町立病院として
の姿勢を疑ってしまう。その辺で町民は「この
病院は大丈夫なのか」と言っている。収益が出
ないとダメだというのはあるが、実際問題、地
方の病院は非常に厳しいというのが全国的な問
題になっている。やむを得ない部分も実はある
と私は思っている。しかし病院改革は絶対に必
要なので、町長がリーダーとして考えていかな
いと前に進まない。真剣に考えていただきたい。

Ａ 病院事務長　実際に末期で在宅が難しい方
や、診るのが大変な状況の方も入院されている。
その後に関しても併設の老健があるので、ご家
族の方が家に戻してもという部分は老健への移
動を提案することもある。「手のかかる方は受
け入れない」といったことはあり得ないと考え
る。

Ｑ栁原　町長交際費 40 万円増、昨年度と同じ
予算のはずだが増額の理由は。

Ａ 総課課長　昨年度同様の 140 万円を当初予
算で計上していた。今年は各種セミナーや講演
会が再開されたこと、医師の確保に町長自らが
面談や関係機関への働きかけを行っていること
に伴う関係経費の増、栃木県益子町及び佐賀県
武雄市との交流に関する食材提供の食材費価格
上昇などのため、予算に不足が生じると見込ま
れる。

Ｑ栁原　食材提供の詳細は。

Ａ総務課長　益子町及び武雄市にこちらから訪
問した際、交流会を開催していただいている。
この交流会にあたり、町から魚介類などを提供
している費用を交際費から支出している。雄武
町で開催される「ふるさとふれあい交流会」の
際には益子町や武雄市の方々をお招きするが、
その際には向こう側からも食材提供をいただい
ている。

Ｑ栁原　町長交際費の使途が知りたい。情報公
開か資料請求でお知らせいただけるのか。

Ａ総務課長　町長交際費については適切に支出
している。議会からの資料請求等があれば対応
する。

町長交際費にかかる質疑応答

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
【主な内容】　・浄水場管理委託料　　   250 万円

Ｑ遠藤　浄水場管理委託料 250 万
円増の理由を詳しく説明して欲しい。

Ａ 上下水道課長　主な理由は電気料の高騰
によるもの。今年４～ 12 月の燃料費調整単
価が大きく増加している。青葉第 2 浄水場
と沢木浄水場の高圧分だけで 30 万キロワッ
ト以上の利用があることから、250 万円程
度増加している。
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国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）
【主な内容】　 ・一般会計からの運営補助金 １億 3000 万円

 ・入院患者数の減による収益的収入 -6267 万 5 千円
 ・外来患者数の減による収益的収入 -4932 万 5 千円

Ｑ 佐藤　補正予算の説明があったが、一般の
信用組合などに行き、この計画書なり説明書を
持って「お金を貸してくれ」と言って、借入す
ることができると思うか。

Ａ町長　貸付については、一般企業では経営者
の説明という部分も非常に重要視される。ただ、
これだけマイナスという部分では非常に難しい
と思う。

Ｑ 佐藤　そのとおり、借入できずに「潰して

ください」となる。私もずっと町長選の公約含
め３年あまり病院経営に対する姿勢を見てきた
が、一体どこまで病院を良くしようとか、どこ
まで内部を見ているのかというのが甚だ疑問な
点がある。やはり町民から生の声を聞いて、委
員会ではなく公聴会を開いて、町民がどう思っ
ているかを確実にフィードバックして、町長自
身がメスを入れていく姿勢が必要だと思うが。

Ａ町長　やはり病院運営委員会もあるので、そ
の中で公聴会の関係も検討していきたい。

Ｑ 嶋村　事務方としては非常に苦しい補正予
算。病院の本来基本的な業務である入院収益が
6200 万円の減、当初計画から 42％の減少と
いう数字。外来収益も同様に 30％減、医業収
入トータルの計画に対して 36％も収益が減る
補正予算となっている。私はそもそも当初予算
が非常に無理のある数字だったと思っている。
昨年度も４億５千万円の一般会計繰入があった
のに本年の計画は３億５千万円の繰入という計
画、事務方はこういった計画しか立てざるを得
なかったという状況はまさしく危機的な状況と
言える。本年の一般会計繰入額は４億８千万円、
過去最高額である。平成 24 年から令和 3 年ま
での一般会計からの繰入額が 41 億 4200 万円、
これを平均すると 10 年間でずっと４億以上の
繰入額が続いていることになる。昨日の一般
質問で町長は公聴会を開かず病院運営委員会で
やっていくと答弁したが、町長が就任してから
病院運営委員会は何回開かれたのか。また組織
の設置規定はあるのか。平成 15 年に病院が開
設して以来、運営委員会はあったと思うが、そ
れは全部事後報告で承認してもらうような「町
の追認機関」だと思う。今までのあり方からいっ
て、病院改革に向けて新たな指針が組織から出
てくることは考えられない。
Ａ病院事務長　病院運営委員会は今年度３回開

催している。コロナ以降、停滞して会議が開催
されなかった時期もあるが、基本的には議会前
の年 4 回開催している。診療時間外の開催時
には院長も加わり、病院の状況について意見交
換を行っている。良い話もあれば耳の痛い話も
あり、直近の会議時も院長出席の中、かなり手
厳しい意見もいただいている。今後に向けての
院長の考え方も話している。国保病院の設置等
に関する条例の中に委員会設置が謳われており

「町長の諮問に基づき病院に関する重要事項に
ついて審議することができる機関」とある。

Ａ町長　この運営委員会の中で今回の議会のこ
とをきちんと話し、今後の改革に向けて進めて
いきたい。

提言 嶋村　石井町長の国保病院の改革に対する
真剣味が足りないと思う。自ら町長選挙立候補
時のその政策公約「病院の再生を図る」という
ことが、実際３年間の中で具体的な行動が取ら
れないうちに、今回、平岡医師の再任問題が起
きた。その後の対応を見ても、議会答弁等を見
ても、真剣にその病院の改革に取り組むという
姿勢が非常に感じられない。私はこの補正予算
には反対する。

↓
次
は　
12
月
定
例
会
審
議
結
果
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Ｑ佐藤　雄武町の子ども達の学力を上げるとい
うことで公設塾の話が出たが、これは総合計画
の後期実施計画書の「総合型学習塾調査研究事
業」の中で、この総合型というものの中に雄武
町の子ども達の学力を上げる何かが隠れている
と考えているのか。それに基づいて教育長と二
人三脚で雄武町の子ども達の学力を上げていく
考えか。

Ａ町長　総合型というのは、基本的にこれから
の社会に順応していける子ども達を育てていこ
うということ。思いと実施する部分では多少異
なってくると思うが、ある程度方向性が一緒で、
子ども達も学力並びに心の教育も同時に行って
いきたい。

Ｑ 佐藤　３年間教育委員会の姿勢を見てきた
が、昨日の一般質問答弁も私は不満足だった。
しかし仕方ないというところはある。子ども達
の後ろに隠れているのは保護者で、雄武町の場
合は保護者が教育委員会を見ている。雄武町の
子ども達はぬるま湯の中に浸かっているところ
がある。都市部の子ども達に比べると圧倒的に
学力は低く、体力面も田舎育ちだからあるかと
思いきや、歩かないので体力もない。肥満率も
非常に高い。長い目で見ると、その子達が町内
に残っていくと糖尿病の予備軍になっていく。
そういったところも含めて、根本的に何らかの
手立てを打っていかなければ学力は上がらない。
ここに来て世界が凄く大きく動き始めていて、
今の子ども達が社会に出る頃にはとんでもない
世の中になっていると私は思う。その中で生き
ていくには、もうちょっと厳しさというのが必
要になる。そういったものを教育長とどこまで
膝を交えて話しているのか。

Ａ町長　学力の改善は非常に難しいが、やり方
だと私は思っている。子ども達が興味を持って
勉強したくなるような、特に低学年のうちは遊
びや体験から学んで自分から見つけていく、本
来であればそういうふうにしていきたいと考え
ている。教育長とは２年前くらいから話してお
り、この塾の関係は教育長も同じ考え方でやっ
ていこうと進めてきており、ブレないと思う。

反対討論：栁原　
　高校生奨学金条例から豊田教育長の姿勢は教
育長としてなっていないと思っている。
　コロナ対応のマニュアルにも教育長の名前は
載っているが、町の三役として町長並びに管理
職等に適切な助言もできないし、とても三役と
しての役目を果たしていると思えないことか
ら、私は教育長の再任には同意しない。

反対討論：長野　
　人事案件に反対するというのは非常に重い。
過去の町長達は「こういうことで再任したいの
だ」と足を運んで来た。一番苦心してやられて
いるのは、やっぱり行政の中でどういうふうに
タッグを組んでやっていくかと伝えるお願いで
ある。町長の説明は響いてこない。議員協議会
があったにもかかわらず、こういうことで何と
か再任をしたいという町長の思いがない。
　町長就任以来、ボタンの掛け違えばかりであ
る。要するに中身を分からないで、ぶち上げて、
先行してやってしまう。話しているうちに色ん
な案件が出て、聞いていないことまで出てくる。
豊田教育長は良い人で人柄も分かっているが、
今回のその任命の仕方が私の中には響いてこな
い。そこまで質問して賛成という話にもならな
いので、私は反対させていただく。

賛成討論：嶋村　
　私は教育長とは文教地区再編整備計画につい
て何度か話をしている。問題点が明らかになっ
てきているが、来年以降から小中一体校の新設
あるいは町民が待ち望んでいる体育施設の建設
に向けて非常に重要な時期に入る。
　豊田教育長には引き続き任務を継続して文教
地区再編計画の実現に努力していただきたい。

↓
起立多数により原案同意
　賛成：福原、嶋村、溝田、遠藤、金田、佐藤
　反対：長野、栁原

 教育長任命についての 討 論
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Ｑ長野　町長にとって特別職の大事な人事案件
だが、先日の議員協議会において任命説明が無
かった。今、補足説明があったが、通り一遍の
内容だった。町長が就任して人事の件で一番最
初に仕事をしたのが副町長の解任だった。その
後、12 月に今の教育長の任命をされ、再度任
命をしたいという内容。教育長の今日までの実
績の評価をどう捉えているか。また今後、教育
長に求める教育行政は何か。

Ａ 町長　これから文教地区基本構想や構想中の
ＧＩＧＡスクール関係もある中、色々と教育長と
しての任を果たしている。先般、西紋ブロック
教育委員の会議においても非常に信頼が厚いと
感じた。今後は子ども達の学力向上を含めた公
設学習塾を考えていく上で、日々打ち合わせを
しており、ますます期待が持てると思っている。

提言 長野　教育長の人物評価をするつもりはな
い。しかし、どうも私と町長の感覚がちょっと
違うと考えている。人事についてのことなので、
私はそれ以上申し上げない。

Ｑ栁原　今回の教育長人選は他に候補者がいた
のか。以前から申し上げているが女性参画につ
いて、女性のほうが発想も豊かであり色々な面
で私は非常に評価している。豊田教育長の６年
間で一番印象に残っているのが高校生奨学金条
例。当時は議論の時間が短いと喧

けんけんがくがく

々諤々やらせ
てもらったが、それを強行突破されて採決の上
決定した。あの時問題になった「就職者に一円
のお金も出さなかった」件は２年後に「就職者
に 10 万円のお金を出す」ことになり、私はこ
の教育長はダメだなと自分の中で判断した。今
の町長の説明では、教育長には優れた調整能力
があるというふうにおっしゃっており、私とそ
こで齟

そ ご
齬がある。人選する上で、消去法で豊田

教育長なのか。色々な人がいた中で選んだのが
豊田教育長なのか。

Ａ町長　多数の中から人選した訳ではなく、豊
田教育長と事前に色々な意見交換を行った中で
私が決めた。

Ｑ栁原　町長がいつまで町長をやられるかは分
からないが、その後の計画等を含めてそういう
考えはないのか。唯一、議会議員が関与できる
のが副町長と教育長の人事。良い悪いを判断す
るのは私達だと思っている。そんな中、しっか
りした人を考えていただかないと、途中でいな
くなってしまう。私は豊田教育長よりも良い人
がいると心の中で思っている。消去法でやるな
ら結局良くならない。

Ａ町長　私の思いと教育長の思いは一致してい
る。人間なので 100％はないと思うが、今まで
の経験やオホーツク教育局の信頼等を兼ね合わ
せて決定したことである。

提言 栁原　私は豊田教育長の性格は良いと思っ
ている。でも優れた調整力はないと思っている。

雄武町教育委員会教育長の任命について
任命同意を求める者　　豊田 通敏（61 歳）
任期　　令和４年 12 月 23 日～令和７年 12 月 22 日
　令和４年 12 月 22 日をもって任期満了となる豊田教育長について引き続き任命しようとするもの。

教育長任命についての 質 疑

↓
次
は　
道
内
視
察
レ
ポ
ー
ト
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ら
62
世

帯
が
白
糠
町
に
転
入
し
９
世
帯
が

家
を
建
て
る
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
具
体
的
支
援
策
は
出
産
祝
い
金

の
支
給
（
町
内
商
品
券
で
の
支

給
）、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
、
保

育
料
、学
校
給
食
（
高
校
も
含
む
）

無
料
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
高
校
給

食
の
無
料
化
は
２
年
前
か
ら
行
っ

て
い
る
。
他
に
は
、
乳
幼
児
や
小

学
生
な
ど
の
児
童
を
有
す
る
子
育

て
中
の
町
民
の
方
を
対
象
と
し

て
、「
児
童
の
預
か
り
の
援
助
を

受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
」
と

「
援
助
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る

方
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
相
互

援
助
活
動
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
も
好
評
。
10
名
程
度
の
支

援
登
録
者
数
が
あ
る
。

視
察
所
感

　
雄
武
町
子
育
て
応
援
事
業
新
生

児
特
別
給
付
金
は
、
雄
武
町
で
も

令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

10
万
円
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て

い
る
が
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
は

初
診
１
件
に
つ
き
医
療
診
療
の
場

合
580
円
、
歯
科
診
療
の
場
合
510
円

の
一
部
負
担
が
あ
る
た
め
完
全
な

無
料
化
と
言
え
な
い
背
景
が
あ

る
。
北
海
道
全
域
で
見
る
と
179
市

町
村
の
う
ち
120
市
町
村
の
約
７
割

が
初
診
料
な
し
で
完
全
無
料
化
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
。
ま
た
、
雄
武
町
に
お

い
て
も
雄
武
高
校
に
通
学
す
る
高

校
生
や
父
母
か
ら
高
校
給
食
の
実

施
の
声
も
あ
が
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討

課
題
と
し
た
い
。

道
内
視
察
レ
ポ
ー
ト
（ 

委
員
会
報
告 

）

令
和
４
年
10
月
25
日
㈫
～
26
日
㈬   
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その他の採決結果　

1 1
月
臨
時

豊年橋外修繕工事請負契約の変更（専決処分）

事業効率化のため（次年度予定の修繕箇所を施工する）工事規模の変更及び原契約の増。（＋92万4千円）
報　告

一般会計補正予算（専決処分・第６号）

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の増など。（＋ 4795 万 3 千円）

可決
（異議なし）

雄武町職員の給与に関する条例及び雄武町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部改正

雄武町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正

雄武町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

給与の引き上げについて人事院勧告に準拠するため。

可決
（異議なし）

一般会計補正予算（第７号）ほか特別会計補正予算４件

職員給の減、一般職管理職手当の増など。（５会計／ -1149 万 7 千円）

可決
（異議なし）

1 2

月

定

例

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

浄水場管理委託料の増など。（＋ 392 万 3 千円）

可決
（異議なし）

介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定委託料の増など。（＋ 299 万 6 千円）

可決
（異議なし）

第６期雄武町総合計画後期基本計画

条例の規定により議会の議決を求めるもの。
委員会付託

固定資産評価審査委員会委員の選任
任期満了となる委員について引き続き選任しようとするもの。

（門傳富男・任期：令和 5 年２月 16 日～令和８年２月 15 日）

可決
（異議なし）

賛否が分かれた議案
議員ごとの賛否内訳と審議結果
〇…賛成　×…反対　欠…欠席　■…討論
－…議長　※議長は賛否同数の場合のみ裁決を行います

議　員　名

議　案　名

佐
　
藤
　
　
　
寧

栁
　
原
　
浩
　
之

金
　
田
　
壽
　
夫

遠
　
藤
　
友
宇
子

溝
　
田
　
昌
　
志

嶋
　
村
　
義
　
文

福
　
原
　
峯
　
雄

長
　
野
　
　
　
誠

橋
　
詰
　
啓
　
史

審
議
結
果

【12 月・第８回定例】教育委員会教育長の任命について 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × － 可決

【12 月・第８回定例】平岡医師の再任を求める請願書について 〇 × × × × 〇 〇 × － 不採択

↓
次
は　
請
願
書
に
つ
い
て
の
報
告
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■溝田総務文教常任委員会委員長からの報告　
委員会における経緯は10月11日～ 11月30日までの
計６回の審査を行い、参考人からの意見を求め、委員会
としても審議を重ね、様々な意見があったが、審査結果と
して不採択とすべきものと決定。

■長野議員から原案不採択の理由を求める質疑　
溝田総務文教常任委員会委員長の答弁　
①議会は人事への介入ができない　②平岡医師と院長の
診察方針の違い　③今までの経緯を踏まえ、現実的に再
任用は無理ではないか　④石井町長が平岡医師の人間性
に対して疑問を持った　以上 4点が不採択の理由となる。

賛成討論
○嶋村議員　国保病院特別会計の補正予算案にもある
とおり、国保病院は危機的な経営状況にある。全町挙げ
て病院改革に取り組まなくてはならいない。平岡医師は
「町の正職員での採用であれば喜んでお受けする」と回
答している。平岡医師に再度着任していただき、町民の
国保病院の信頼回復に努めていただくことが病院改革の
第一歩と考える。
○佐藤議員　町民の方々は不慣れな状況で請願をさ
れ、あわせて署名活動もされていた。今回の請願で、そ
の声を町長に直接届けるという意味は大きい。仮に平岡
医師が戻ってきて国保病院に常勤医師として勤めていた
だければ、包括支援の延長で自宅での医療、在宅介護、
看取りなども可能になってくる。そういう可能性を秘め
た町民の方々の気持ちを大切にしたい。

反対討論
●遠藤議員　議会は病院の人事権に関して権限を持ってい
ない。町長は病院改革を選挙公約で当選されたので、真摯に
取り組んでいただきたい。自分の調べでは、他の町において
議会が病院人事に介入することは将来的に町にとって良い結
果につながっていない。
●栁原議員　請願によって平岡医師再任の可能性はあるか
という判断において、人事権を持つ町長の発言から、ごく近
い将来、実現の可能性はないと判断をし、請願の趣旨の実現
はできない。

●長野議員 町長の病院改革への取り組みは、町民の不安

もあるし、私もおかしいと思う。だからと言って、叩いていい
のかというのは、町長は叩かれるだけのことしかしていない。
やはり真摯に取り組んでいかなければならないだろう。私は平
岡医師の再任に関しては日の目を見ないだろうと思っていた。

➡ 採決結果 請願採択に賛成 嶋村・福原・佐藤
　　　　　　　　　　    反対　長野・溝田・遠藤・金田・栁原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成少数のため請願第２号は本会議   

賛成討論
○嶋村議員 請願趣旨にもあるとおり、平岡医師の丁寧な
対応と的確な治療のおかげで多くの町民が安心感を持つこ
とができた。また、平岡医師も町の正職員としての採用なら
喜んでお受けしたいとの回答があった。他方、病院経営は危
機的な状況であり、12月定例会では病院事業会計に補正予
算が提出される。平岡医師に復帰していただき、病院への信
頼回復に努めていただきたい。
○佐藤議員 平岡医師の復帰により、そこに可能性があれ
ば在宅医療、在宅看護、在宅での看取りが大きく広がってい
く。今回の請願を受け、行政側に強くその気持ちを伝えてい
くことが大切だと思う。町長が平岡医師の人間性を疑う趣旨
の発言をしたが、逆に町長も人を見る目がないということが
十分考えられる。

反対討論
●栁原議員 請願を起こした行動はしっかり認識し、今
後の病院改革をやっていく気持ちはあるが、町長が平岡
医師の人間性に疑問を持ち、人事権を持つ町長が採用の
意思をはっきり表明していない以上、賛成はできない。
●遠藤議員 病院人事に関して議会は権限を持っていな
い。議会は医師の任免に介入すべきではない。また、町
長が平岡医師に対し「組織として難しい」「今までの経
緯から現実的に無理なのではないか」という発言もあっ
た。一方、今回請願者の意見を聞き、病院改革を進めて
いかなければならないと強く思った。
●金田議員 仮に請願が採択になったとしても人事関係
は最後は町長の判断なので、議会がどうこう言うことは
できない。

 ➡採決結果　請願採択に賛成 嶋村・佐藤

　　　　　　　　　　 反対 遠藤・金田・栁原

第６回 総務文教常任委員会（11月 30日）   請願第２号「平岡医師の再任を求める請願について」の討論

第８回雄武町議会定例会（12月 9日）   請願第２号「平岡医師の再任を求める請願について」

請願第２号についての討 論
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やはり真摯に取り組んでいかなければならないだろう。私は平
岡医師の再任に関しては日の目を見ないだろうと思っていた。

賛成少数のため請願第２号は本会議   

賛成少数のため請願第２号は委員会
　　　「不採択とすべきもの」と決定

※議長に提出された【常任委員会での審査結果（不採択）】は再び本会議の議題となります。賛成・反対それぞれの立場から討論（意見表明）を
　交互に行った後で採決が行われ、【採択】【不採択】のいずれかに決定します。
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総務文教常任委員会

平岡医師の再任を求める請願書についての報告
令和４年９月定例会において「平岡医師の再任に向けた行動を要請する」内容の請願書が８名の町民の令和４年９月定例会において「平岡医師の再任に向けた行動を要請する」内容の請願書が８名の町民の
方から提出されました。定例会では、橋詰議長より総務文教常任委員会（溝田昌志委員長）（以下、総文方から提出されました。定例会では、橋詰議長より総務文教常任委員会（溝田昌志委員長）（以下、総文
委）への付託となり、６回にわたって総文委が開催されました。本ページではその内容をご報告します。委）への付託となり、６回にわたって総文委が開催されました。本ページではその内容をご報告します。

　１回目の委員会では日程の調整
とその後開催される委員会での議
事内容を中心に話し合いました。
12月定例会までに審査意見を出す
ための約２か月の間に、請願者か
らの意見陳述および議員からの質
問、請願に関わる医療関係者及び
石井町長への質疑、町民を招いた
公聴会の開催などが話し合われま
した。請願者への質問がある総務
文教常任委員がそれを提出し、10
月19日にその内容を審議すること
になりました。

総文委に請願者をお招きして意
見を伺い、また質問のある議員か
ら請願者へ質問をすることになりま
した。第２回の委員会ではその質
問内容についての協議を行いまし
た。また、第３回の委員会で、請
願の紹介議員である嶋村議員に対
して質問をする場を設けることにな
りました。

質　問　事　項
♦栁原議員
⑴陳情ではなく請願という形になった
理由は。
⑵嶋村議員を紹介議員として選ばれた
理由は。
⑶幻の請願書 (4月 ) 作成以降の署名
活動や請願書提出 (7月 )までの経緯
と考え方は。

⑷請願を提出することによるメリットと
デメリットを教えてください。
♦遠藤議員
⑴平岡医師の再任を求める請願書に
ついて署名活動もされていたと思うが、
どのような活動でしたか。
⑵ 500 名の嘆願書ではなく、9月定
例会での8名による請願書提出に至っ
た経緯は。
♦金田議員
⑴平岡医師が請願要求があったにも
かかわらず雄武町に来ない場合はど
うお考えか。

紹介議員である嶋村議員に対す
る議員からの質問が行われました。
　最初に嶋村議員から請願者の紹
介議員になった経過説明があり、
その後、柳原議員、遠藤議員、金
田議員からそれぞれ質問がありまし
た。紙面の関係上内容は議事録を
議会ホームページに掲載いたします
ので、そちらをご覧ください。
　また、栁原議員から「請願に署
名を添えて」という文言の確認のた
め、次回の委員会に提出先である
橋詰議長と山崎議会事務局長の参
加を求めました。

最初に、栁原議員から請願書に署
名を添えて提出されたか否かの意見
が出たので、提出先である橋詰議長と
山崎議会事務局長に発言を求めまし
た。橋詰議長は「請願に署名を添えて」

という文言は気にはなったが、議長会
に諮ったところ、請願書に列記した氏
名が請願提出者となるという議長会の
判断によって、８名の署名と捺印した
方を署名者として認識し受理したとい
う回答でした。
　山崎議会事務局長も500 名の署名
を紹介者の嶋村議員に確認はしたが、
今回の請願書には添付せず、記名押
印した方を請願者と判断し受理したと
いう回答でした。
　その後出席された請願者から請願
に至った経緯を含め、質疑応答が行
われました。当日出席できなかった請
願者の伴喜和子さんからは総文委宛
に手紙をいただきました。
　質疑応答に関しては長時間にわたり
ましたので、議事録を議会ホームペー
ジに掲載いたします。請願者のおひと
りである葛西礼子さんから、「国保病
院の問題をこのような形で表面化させ
ることで、風通しのいい雄武町にした
い。議会も町民とのパイプ役として重
く考えてほしい」というご意見をいた
だきました。

平岡医師から町の正職員としての採
用であれば喜んで受けるという回答が
読み上げられ、その後石井町長への
質問が行われました。質問者は嶋村
議員、佐藤議員、栁原議員、金田議員、
遠藤議員でした。質疑応答に関しては
長時間にわたりましたので、議事録を
議会ホームページに掲載いたします。

第１回（10月 11 日）

第 5回（11月 11 日）

第 4回（11月 1日）

第 3回（10月 28日）

第 2回（10月 19日）

↓
次
は　
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き

 ※町ホームページから委員会の
 　議事録（全文）を見ることが
 　できます。



議 会 日 誌
〃 議会運営委員会拡大会議開催

〃 第 13 回議会活性化調査特別委員会開催

３日 雄武町栄典表彰式出席、議長外 6 名

４～５日 第１回参議院議員船橋利実政経セミナー（札
幌市）出席、議長

８～ 10 日 第 66 回町村議会議長全国大会（東京都）出席、
議長

８日 衆議院議員　武部新代議士との懇談会（東京
都）出席、議長

11 日 第 5 回総務文教常任委員会開催

12 日 令和 4 年度自民党移動政調会（北見市）出席、
議長

13 日 沢木小学校学芸会出席、議長

15 ～ 17 日 高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進
期成会要望（東京都）出席、議長

18 ～ 20 日 益子町民まつり（栃木県益子町）出席、議長
ほか 1 名

23 日 雄武神社勤労感謝祭出席、議長

25 日 第 7 回臨時会開催

〃 第 14 回議会活性化調査特別委員会開催

30 日 第 6 回総務文教常任委員会開催

12 月

1 日 全員協議会開催

２日 議会運営委員会開催

９月

13 ～ 16 日 第６回定例会開催

22 ～ 25 日 令和 4 年度武雄市物産まつり（佐賀県武雄市）
出席、議長ほか 3 名

30 日 旗の波運動出席、議長

10 月

１~ ２日 鈴木宗男・鈴木貴子第 17 回北海道セミナー
（札幌市）出席、議長

11 日 第 13 回広報特別委員会開催

〃 第 1 回総務文教常任委員会開催

14 日 ｵﾎｰﾂｸ圏活性化期成会石北本線・上川地方総合開発
期成会第 6 回石北線合同会議（遠軽町）出席、議長

15 ～ 16 日 陸上自衛隊北部方面隊創隊 70 周年記念行事
（札幌市）出席、議長

17 日 第 14 回広報特別委員会開催

18~20 日 令和 4 年度遠紋地区市町村議会議長会道内行
政視察（札幌市、北広島市、白老町）出席、議長

19 日 第 2 回総務文教常任委員会

21~22 日 オホーツク圏活性化期成会秋季要望（札幌市）
出席、議長

21 日 管内選出北海道議会議員との意見交換会（札
幌市）出席、議長

24 日 第 15 回広報特別委員会開催

〃 第 12 回議会活性化調査特別委員会開催

26~27 日 常任委員会合同道内視察研修（池田町、白糠町）

28 日 第 3 回総務文教常任委員会開催

〃 全員協議会開催

31 日 第 46 回北海道都市問題会議（紋別市）出席、
議長

11 月

１日 第 4 回総務文教常任委員会開催

２日 議会運営委員会開催

議会運営委員会開催

編
集
あ
と
が
き

　
年
が
明
け
る
と
と
も
に
後
期
高
齢
者
と

な
っ
た
。
役
場
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
が
送
ら
れ
て
き
て
、
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
と
は
、
高
齢
者
の
医
療
を
国
民
全

体
で
支
え
る
医
療
制
度
と
の
こ
と
で
、
高

齢
者
が
増
加
す
る
と
現
役
世
代
の
負
担
が

増
え
る
制
度
と
い
え
る
。
今
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
高
齢
者
と

い
え
ど
も
資
産
お
よ
び
収
入
の
あ
る
人
は

い
る
の
だ
か
ら
、
相
応
の
負
担
を
求
め
な

い
と
制
度
の
維
持
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
健

康
で
活
動
的
な
高
齢
者
も
た
く
さ
ん
い

る
。
社
会
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
仕
組

み
も
必
要
な
時
代
と
考
え
る
。

　
内
館
牧
子
の
小
説
「
老
害
の
人
」
が
話

題
と
な
っ
て
お
り
、
早
速
図
書
館
よ
り
借

り
て
来
て
読
ん
で
み
た
。85
歳
の
主
人
公
、

福
太
郎
の
豪
快
な
老
害
ぶ
り
が
愉
快
だ
。

自
分
を
顧
み
て
も
似
た
よ
う
な
老
害
ぶ
り

が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
逼ひ
っ
そ
く塞

し
た

元
気
の
な
い
老
人
よ
り
は
迷
惑
と
思
わ
れ

て
も
、
元
気
な
老
人
で
い
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員　
　
嶋　
村　
義　
文




